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令和7年きみの二十歳を祝う会
【4頁に詳細記事】
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真
国
地
区
で
、
平
成
27
年
か
ら
茶

屋
「
雨
山
の
郷
」
を
運
営
す
る
雨
山

の
郷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
自

分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
区

を
守
り
た
い
と
４
、５
人
の
有
志
が

集
ま
り
「
真
国
ま
ち
づ
く
り
会
」
が

出
来
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。

地
域
の
農
作
物
を
和
歌
山
市
内
で

販
売
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
う
ち
、
農
作
物
が
買
え
た
り
、

近
所
の
人
た
ち
が
集
え
た
り
す
る
場

所
が
近
く
に
欲
し
い
と
い
う
地
域
住

民
の
声
か
ら
「
雨
山
の
郷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
27
年
に
茶
屋
「
雨

山
の
郷
」
が
完
成
。
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
、
こ
の
10
年
間
の
間
に
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
居
場
所
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

こ
の
雨
山
の
郷
で
最
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
地
域
の
食
材
を
使

用
し
て
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。
何
度
も
来
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
に
は
、
よ
く
「
こ

の
素
朴
な
味
が
安
心
す
る
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
、
お
出
汁
や
お
米
、
野

菜
、お
茶
の
一
つ
ひ
と
つ
に
こ
だ
わ
っ

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
真
国
地
区
に
昔
か
ら
伝
わ

る「
縮
砂
寿
司（
し
ゅ
く
し
ゃ
ず
し
）」

の
作
り
方
を
知
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
た
こ
と
か
ら
、
雨
山
の
郷

で
こ
の
味
を
引
き
継
げ
た
ら
と
、
作

り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
現
在
多
く

の
方
に
食
べ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。毎

週
土
日
に
開
店
し
て
い
る
雨
山

の
郷
。
普
段
は
女
性
６
人
ほ
ど
で
交

代
し
な
が
ら
営
業
し
て
い
ま
す
が
、

春
の
さ
く
ら
ま
つ
り
と
秋
の
も
み
じ

ま
つ
り
に
は
、
40
人
以
上
い
る
会
員

と
地
域
住
民
の
方
々
に
も
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
紀
美
野
の
北
の
玄
関
口

と
な
る
こ
の
真
国
で
お
ま
つ
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
今
後
も

元
気
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
真
国
地
区
を
自
分
た
ち
の
手
で
守

り
た
い
」
と
集
ま
っ
た
住
民
た
ち

地
域
の
も
の
を
使
っ
て
、
地
域

の
味
を
受
け
継
ぎ
た
い

「
真
国
地
区
を
守
り
た
い
」

「
真
国
地
区
を
守
り
た
い
」

　　  
そ
れ
が
は
じ
ま
り
だ
っ
た

そ
れ
が
は
じ
ま
り
だ
っ
た

プロフィール
雨山の郷プロジェクト（写真：岡

おか
 博
ひろ
誠
のぶ
 会長）

平成27年から茶屋「雨山の郷」を運営。現在は40人以上
の会員が所属。

茶屋「雨山の郷」（紀美野町井堰）
紀美野町の北の玄関口とも呼ばれる真国地区にあり、毎
週土日10時～ 16時まで営業。店内で飲食ができるほか、
お弁当、地域の米、野菜などの販売も行われています。

店内で食べられる縮砂寿司定食。
写真右下は「縮砂寿司（しゅくしゃずし）」

紀美野町で頑張る人を応援します　Vol.13

ご
飯
を
食
べ
に
、
お
茶
を
し
に
、

お
話
を
し
に
、
な
ど
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
雨

山
の
郷
が
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

居
場
所
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

読
者
に
一
言

春
と
秋
に
は
ま
つ
り
を
開
催

雨山の郷プロジェクトの皆さん
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お
し
ら
せ

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
、
使
用
す
る
軽

自
動
車
等(

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自

動
車)
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、

申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
令
和
６
年
度
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち

の
方
一
人
に
つ
き
普
通
自
動
車
も
含
め
て
、

一
台
に
限
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
に
減
免
を
受
け
ら
れ
た
方

に
は
、
２
月
上
旬
に
更
新
手
続
き
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

■
申
請
場
所　
税
務
課
・
美
里
支
所
住
民
室

■
申
請
期
間　

　

２
月
７
日
（
金
）
～
５
月
23
日
（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
～

17
時
15
分
）

※
申
請
期
限
を
経
過
し
ま
す
と
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に
申

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
に
対
す
る

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免
に
つ
い
て

11
月
30
日
に
紀
美
野
町
の
柿
の
消
費
拡

大
・
販
売
促
進
の
た
め
、
東
京
に
お
い
て
、

小
川
町
長
と
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
関
係
者
（
柿
部

会
会
長
）
に
よ
る
富
有
柿
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
い
ま
し
た
。

場
所
は
、
武
蔵
村
山
市
の
「
イ
オ
ン
モ
ー

ル
む
さ
し
村
山
」
で
、
店
舗
の
一
角
に
富
有

柿
を
な
ら
べ
、
試
食
を
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
お

客
様
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ

ん
の
柿
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
４
月
１
日
に
紀
美
野
中
学
校
が

開
校
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
現
野
上
中

学
校
の
施
設
を
改
修
し
て
準
備
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
新
し
い
中
学
校
の
誕
生
を
お

祝
い
し
、
紀
美
野
中
学
校
開
校
式
典
を
次
の

と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
は
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
（
左
の
二

次
元
コ
ー
ド
）
で
「
ご
氏
名
」
等
を
入
力・

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
受
付
締
切
は
３
月
10
日
（
月
）〉

　
〈
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
〉

※
式
典
の
時
間
は
30
分
程
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
天
候
等
で
中
止
の
場
合
に
は
、
当
日
８
時

に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
し
ら
せ
し
ま

す
。

問　

教
育
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
０

紀
美
野
中
学
校
開
校
式
典

■
日　
時　
４
月
８
日
（
火
）
９
時
～

■
場　
所　
紀
美
野
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
（
現
野
上
中
学
校
体
育
館
）

要
介
護
等
認
定
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
身
体

の
障
害
ま
た
は
認
知
症
の
状
態
が
一
定
の
基

準
（
介
護
保
険
の
認
定
調
査
資
料
等
を
基
に

審
査
し
ま
す
。）
に
該
当
し
て
い
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
町
長
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

で
、
所
得
税
や
町
民
税
・
県
民
税
の
障
害
者

控
除
・
特
別
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

富
有
柿
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

紀
美
野
中
学
校
開
校
式
典
の
ご
案
内

介
護
保
険
要
介
護
等
認
定
者
に
対
す
る
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
発
行
に
つ
い
て

請
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
必
要
な
書
類
等　
減
免
申
請
書（
税
務
課・

住
民
室
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。）・印
鑑・

身
体
障
害
者
手
帳
等
・
運
転
免
許
証
・
車

検
証
・
生
計
同
一
証
明
書
・
通
院
や
通
学

等
の
証
明
書
・
常
時
介
護
証
明
書
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー
ド

等
、
申
請
者
の
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る

書
類

問　

税
務
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

申込フォーム

紀美野町HP紀美野町HP
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１月12日文化センターで二十歳を祝う会が行われ、振り袖やスー
ツに身を包んだ32人が集まり、友人との再会を喜び合いました。

式典では小川町長が「紀美野町は素晴らしい町です。皆さんには、
ふるさと紀美野町を誇りに思い、これからの紀美野町、そして日本
を支えていく一人として、力強く歩んでいただきますよう心からご
期待申し上げます。」と新たに二十歳を迎えた方々にエールを送り、
続いて、来賓の方々から祝辞が述べられました。

これに対して、二十歳を代表して向江 嵩頼（むかえ たから）さん（長
谷）が、「豊かな緑とあたたかい人の心に包まれた、このふるさと紀
美野町で育ったことに誇りをもちながら、自分を信じ、支えてくれ
る仲間と共にそれぞれの夢に向かってこれからも全力で進んでいき
ます。」と二十歳の門出にあたって感謝と抱負を述べられました。

式典後は記念撮影が行われ、久しぶりに会う友人と楽しく語り合っ
たり、写真を撮ったりと会場は終始和やかな雰囲気に包まれていま
した。

岡
おかもと

本 拓
たく

実
み

さん（福田）
この度はきみの二十歳を

祝う会を開催いただき、大
変嬉しく思います。二十歳
を無事迎えることができた
のは幼少期より支えてくだ
さった家族、友人、先生方

のおかげです。私事ではありますが、来年度より
大学で紀美野町に関わることができるゼミに配属
されました。地域づくりという観点で、自分を育
んでくれた紀美野町に恩返ししていきたいと思い
ます。

山
やました

下 莉
り

央
お

さん（長谷）
この度は、きみの二十歳

を祝う会の開催ありがとう
ございます。二十歳という
人生の大きな節目を迎える
ことが出来たのは、お世話
になった家族や先生方、支

えてくださった友人や地域の皆さまのおかげであ
ると感じています。これからも周囲の方々への感
謝を忘れず、未来の担い手として沢山の出会いや
経験を糧に日々精進してまいります。

油
あぶらや

谷 依
え

里
り

さん（神野市場）
この度は二十歳という節

目をこのように祝福してい
ただき、ありがとうござい
ます。これまで支えてくれ
た家族、友人、先生方、地
域の皆さまに改めて感謝い

たします。私は、自分を温かく育ててくれたこの
紀美野町での記憶を胸に、この先の未来を担う世
代との架け橋となり支えたいという夢を叶えるた
め、日々励んでいます。この先も感謝の気持ちを
忘れず精進して参ります。

坂
さかもと

本 優
ゆう

さん（国木原）
本日、この佳き日に、

二十歳の式典を迎えられた
ことを大変うれしく思いま
す。この日を迎えるまでた
くさんの人に出会い支えら
れてきました。本当に感謝

しております。そして私たちは二十歳になり、新
たな第一歩を踏み出します。両親や友人、先生方
や地域の人たちに少しでも恩返しできるように、
そして次の世代の子たちに、良い姿を見せられる
ように日々精進していきたいと思います。

きみのNEWS

令和７年きみの二十歳を祝う会 問　教育課
　　℡ ４８９‐５９０９
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期間内に申告を

　所得税の申告は不要でも、住民税の申告が必要となる場合があります。申告は住民税を計算する基礎になり
ます。また所得の証明や各保険税（料）、各種行政サービスの基礎にもなります。忘れずに申告しましょう。

■申告受付の場所・日程
　【役場本庁１階会議室】 ２月17日（月）～３月17日（月）※確定申告は３月17日（月）のみ午前中のみ
　【美里支所　　住民室】 ２月17日（月）～３月17日（月）※確定申告は３月14日（金）まで
　※受付時間　９時00分～ 16時30分（土日祝除く）

■各出張所での申告書の収受
　【受付期間】２月17日（月）～３月17日（月）（土日祝除く）
　【収受場所】真国出張所・国吉出張所・長谷毛原出張所（真国出張所のみ金曜日は９時～ 11時）
　※各出張所では住民税申告書の収受のみとなります。（出張所では申告相談は行いません。必要事項が漏れ

なく記載された住民税申告書のみ受け付けします。※確定申告書の受付及び収受は行いません。）記入の
仕方等、ご不明な点は事前に役場税務課へお問い合わせください。

■申告が必要な方
〇自営業や農業、個人年金、シルバー人材センター分配金、在宅育児支援給付金、在宅育児手当、土地・建物

に係る賃貸収入など、ご自身で申告する必要がある方や各所得控除を申告する必要がある方
〇給与所得のある方で、勤務先から紀美野町あてに給与支払報告書が提出されていない場合
　（地方税法により給与支払者は市町村への給与支払報告書の提出義務がありますが、提出されていない場合

があります。勤務先の給与担当者にご確認ください。）
〇所得がない方や非課税所得のみの方（所得金額は「０円」で申告していただきます。）
　（住民税の所得・課税情報から保険税（料）、保育料、公営住宅家賃の算定や各種行政サービスを受けられる

方など）

■申告にご持参いただくもの
○年間所得の分かる書類（給与所得、公的年金所得の源泉徴収票・帳簿や収支内訳書・支払調書など）
○各種控除の計算に必要な支払額が分かる書類（国民年金等の社会保険料等の領収書、生命保険料や地震保険

料控除証明書、障害者手帳や障害者控除対象者認定書、医療費控除の明細書、寄付金の領収書等）
　※医療費控除を申告される方は事前に、医療を受けた方・病院別に集計しておいてください。
　　（高額療養費、限度額や生命保険等で補填された金額も併せて集計しておいてください。）
〇税務関係書類にはマイナンバーの記載が必要です。申告者ご本人のマイナンバーについて、次の本人確認書

類の提示又は添付が必要ですのでご持参ください。
　・マイナンバーカードをお持ちの方・・・マイナンバーカード
　・マイナンバーカードをお持ちでない方・・・次の①と②の書類
①番号確認書類・・・通知カード（記載事項に変更がない場合、又は正しく変更手続きが取られている場合に

限る。）又は住民票の写し（マイナンバーの記載があるもの）等
②身元確認書類・・・運転免許証、公的医療保険の被保険者証、身体障害者手帳等
　※詳しくは町ホームページ掲載の申告の手引きをご確認ください。

住民税等申告のおしらせ 問　税務課
　　℡ ４８９‐５９０５

紀美野町HP
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令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
和
歌
山
県
の
最

低
賃
金
は
時
間
額
９
８
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。適

用
さ
れ
る
範
囲
は
、
和
歌
山
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
で
す
。

ま
た
、
仮
に
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
額
を

労
使
合
意
で
定
め
て
も
、
法
律
に
よ
り
無
効

と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
賃
金
を
定

め
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
和
歌
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
℡ 

４
８
８
‐
１
１
５
２

災
害
等
の
発
生
時
に
備
え
、
全
国
一
斉
に

防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。

※
今
回
の
訓
練
は
、
放
送
の
み
で
す
。
訓
練

会
場
や
避
難
所
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
訓
練
日　
２
月
12
日
（
水
） 

11
時

　
　
　
　
　
「
テ
ス
ト
放
送
」
を
行
い
ま
す
。

■
放
送
内
容　
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
×
３
回

応
募
に
際
し
て
は
、
入
居
資
格
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
本
庁
建

設
課
及
び
美
里
支
所
住
民
室
で
配
布
し
て
い

る
募
集
要
項
又
は
紀
美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

（
申
込
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
随
時
募
集
と

な
り
ま
す
。）

■
募
集
住
宅

①
吉
見
団
地
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
部
屋
番
号
：
１
２
２
号

　
住　
　
所
：
下
佐
々
１
８
１
３
番
地
１

②
美
里
緑
の
雇
用
担
い
手
住
宅
（
２
Ｄ
Ｋ
）

　
部
屋
番
号
：
２
号
棟

　
住　
　
所
：
毛
原
宮
２
０
８
番
地
３

※
美
里
緑
の
雇
用
担
い
手
住
宅
は
、
定
住
を

目
標
に
し
て
農
林
業
等
地
域
の
産
業
に
従

事
し
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
が
入
居

で
き
る
住
宅
で
す
。

■
応
募
受
付
期
間　

　

２
月
３
日(

月)

～
14
日(

金)

　
土
日
祝
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
本
庁
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
多
数
の
場
合　

２
月
18
日
（
火
）
11

時
か
ら
役
場
本
庁
で
公
開
抽
選
会
を
行
い

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
意
識

し
、「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
す
る
こ

と
」
を
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い

ま
す
。日
頃
か
ら
自
分
の
体
に
関
心
を
持
ち
、

病
気
の
予
防
・
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
ご
存
じ

で
す
か
？

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
予
防
に

対
し
て
一
定
の
取
り
組
み
（
定
期
健
康
診

断
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
、
予
防
接
種

等
）
を
し
て
い
る
方
が
、
制
度
の
対
象
と
な

る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、
年
間

購
入
額
が
１
万
２
千
円
を
超
え
る
額
（
上
限

８
万
８
千
円
）
を
対
象
に
所
得
控
除
が
受
け

ら
れ
る
制
度
で
す
。
通
常
の
医
療
費
控
除
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
は
皆
さ

ま
の
自
発
的
な
健
康
管
理
や
疾
病
予
防
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
医
療

費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と
は
、
も
と
も
と
医
療
用

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
医
薬
品
を
有
効

成
分
や
服
薬
方
法
、
用
量
が
全
く
同
じ
ま

ま
市
販
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
り
、
薬

局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
で
購
入
で
き
ま

す
。
対
象
と
な
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に
は
共

通
識
別
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅

①
毛
原
宮
団
地
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
部
屋
番
号
：
２
０
１
号
、
２
０
４
号

　
住　
　
所
：
毛
原
宮
２
３
１
番
地

②
野
中
団
地
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

※
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
部
屋
番
号
：
３
０
２
号

　
住　
　
所
：
野
中
72
番
地

■
随
時
募
集
の
た
め
、「
町
営
住
宅
入
居
申

込
書
」
の
受
理
に
よ
る
先
着
順
と
な
り
ま

す
。
最
新
情
報
に
つ
い
て
は
必
ず
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
中
堅
所
得
者
向

け
の
住
宅
に
な
り
ま
す
。

問　
建
設
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
４

お
し
ら
せ

紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険
よ
り
お
し
ら
せ

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す

和
歌
山
県
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て

町
営
住
宅　
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

紀美野町HP

吉見団地毛原宮団地

美里緑の雇用
担い手住宅野中団地
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おしらせ

募集職種 勤務場所 募集人数 報　酬 問合せ先

① 管理栄養士

総合福祉センター

１人 時間額 　1,541円
保健福祉課

℡ ４８９‐９９６０

② 保健師 １人 日　額　11,562円

子育て推進課
℡ ４８９‐９９６６

③ こども家庭支援員 １人 日　額　11,152円

④ 発達相談員 総合福祉センター及びこども園 １人 日　額　11,603円

⑤ 給食調理員 こども園 １人
月　額
212,806円（有資格）
195,483円（無資格）

■応募資格　それぞれの職種で必要な応募資格があります。詳細は町ホームページをご確認ください。
■募集期限　２月17日（月）まで
■任用期間　令和７年４月１日～令和８年３月31日
■会計年度任用職員から常勤職員への切り替えはありません。

勤務場所 募集人数 報　酬 募集期間 委嘱期間
まちづくり課

及びNPO事務所
２人

月額
248,000円

２月14日（金）17時まで
令和７年４月１日～
令和８年３月31日　

■応募資格・書類、活動内容等は町ホームページをご確認ください。
■月のうち数日、土日祝の勤務があります。

会計年度任用職員の募集

　「きみの地域づくり学校」では、農山村地域でのなりわい創業について、座学と実践を通して学んできました。
その第2期生の集大成として修了式を開催します。修了証書授与や受講生の成果発表のほか、大学生による紀
美野町に関する研究発表が行われます。なお、参加を希望される方は事前にお申し込みください。
■日　　時　２月24日（月・祝）13時30分～ 15時30分
■場　　所　総合福祉センター　３階多目的ホール
■参 加 費　無料
■申込方法　フォーム・FAX・電話

移住定住をお考えの方に対し、町、地域、空き家の情報提供や入居可能な空き家を掘り起こし循環させ、
ＮＰＯ法人きみの定住を支援する会と力を合わせ、まちを元気にしませんか！

第２回きみの地域づくり学校
修了式開催のご案内

集落支援員の募集

問　まちづくり課
　　℡ ４９５‐３４６２
　　FAX ４９５‐３３３４

問　まちづくり課
　　℡ ４９５‐３４６２

申込フォーム紀美野町HP

紀美野町HP

③ ④②① ⑤
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不
妊
治
療
費
の
助
成

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
期
間
が
、
条
件
付
き
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
？
こ
ど
も
の
し
つ
け

～
体
罰
や
暴
言
は
ど
う
し
て
NG
？
～

子
育
て
は
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
い
ら
い

ら
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
よ
ね
。
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
の
で
思
わ
ず
怒
鳴
っ
て
し
ま
う

こ
と
や
、
手
が
出
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
は
「
ど
う
し
て
も
の
と

き
は
暴
力
に
頼
っ
て
い
い
」
と
い
う
学
び
に

つ
な
が
り
、
心
身
の
成
長
や
発
達
に
様
々
な

影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
科
学
的
に
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育

て
を
広
め
、
す
こ
や
か
な
成
長
を
社
会
全
体

で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
体
罰
は
虐
待

で
あ
り
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
し
て
法
律
で

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と

も
「
心
理
的
な
」
虐
待
に
な
り
ま
す
。

・
言
葉
で
脅
し
た
り
、
脅
迫
し
た
り
す
る

・
こ
ど
も
を
無
視
、
拒
否
し
た
り
、
差
別
し

た
り
こ
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
言

動
を
す
る

・
配
偶
者
へ
の
暴
言
や
暴
力
を
こ
ど
も
に
見

せ
る

■
子
育
て
の
悩
み
は
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
こ
か
」

・
親
子
の
た
め
の
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
（
こ
ど
も
家
庭
庁
）

・
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９

　
通
話
無
料
・
匿
名
可
能
・
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

①
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て

　
　
不
妊
検
査
・
不
妊
治
療
・
不
育
治
療
を

受
け
て
い
る
ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
治
療
等
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　
夫
ま
た
は
妻
が
和
歌
山
県
内
に
１
年
以
上

住
民
登
録
し
て
い
て
、
申
請
時
点
で
紀
美

野
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

■
対
象
検
査
・
治
療

・
医
療
保
険
適
用
と
な
る
不
妊
検
査
、
不
妊

治
療(

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
を
除

く)

・
不
育
治
療
お
よ
び
検
査
（
和
歌
山
県
不
育

症
検
査
費
助
成
の
対
象
を
除
く
）

■
助
成
額

　
１
度
に
つ
き
、
上
限
５
万
円

　

(

助
成
期
間
は
連
続
す
る
２
年
間)

■
申
請
先　
子
育
て
推
進
課

②
生
殖
補
助
医
療
先
進
医
療
費
助
成

　
　
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
と
併
用
し
て
実

施
さ
れ
た
先
進
医
療
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　
申
請
時
点
で
夫
ま
た
は
妻
が
紀
美
野
町
に

住
民
登
録
し
て
い
る
方
で
、
和
歌
山
県
生

殖
補
助
医
療
先
進
医
療
費
助
成
事
業
の
交

付
決
定
を
受
け
て
い
る
方

■
助
成
額

　
１
回
の
治
療
（
排
卵
準
備
の
た
め
の
投
薬

開
始
か
ら
、
妊
娠
の
確
認
に
至
る
一
連

の
治
療
過
程
）
に
要
し
た
費
用
に
対
し
、

５
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成

■
申
請
手
続
き
（
①
・
②
共
通
事
項
）

・
申
請
に
必
要
な
書
類
は
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
推

進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
原
則
治
療
を
終
了
し
た
日
が
属
す
る
年
度

の
３
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感

染
を
防
ぐ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
令

和
７
年
３
月
末
ま
で
に
１
回
以
上
接
種
し
た

方
は
、
全
３
回
の
接
種
を
令
和
８
年
３
月
ま

で
、公
費
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

①
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
の
う
ち
、

令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
以
上

接
種
し
た
方

②
平
成
20
年
度
生
ま
れ
の
女
子
で
令
和
４
年

４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
以
上
接
種
し
た

方
■
対
象
期
間

　
　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
期
間
（
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
）終
了
後
、１
年
間
（
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
）

■
申
請
先　
海
南
保
健
所

相談LINE

紀美野町HP

紀美野町HP

紀美野町HP

■
子
育
て
推
進
課　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

■
紀
美
野
町
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　
「
き
こ
か
」

　
専
用
電
話　
℡ 

０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
５
９
１
０

子
育
て
支
援
だ
よ
り
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休
養
と
睡
眠
は
非
常
に
関
連
性
の
高
い
も

の
で
あ
り
、
睡
眠
が
あ
っ
て
こ
そ
十
分
な
休

養
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
働
き
盛
り
世

代
で
は
、
仕
事
関
係
の
ス
ト
レ
ス
や
人
間
関

係
な
ど
で
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
若
い

世
代
で
は
夜
型
生
活
の
ス
タ
イ
ル
が
広
が
る

中
で
、
普
段
の
睡
眠
で
十
分
休
養
が
と
れ
て

い
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

■
食
生
活

　
　
し
っ
か
り
朝
食
を
摂
り
、
就
寝
直
前
の

夜
食
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
習
慣

　
　
適
度
に
太
陽
の
光
を
浴
び
、
洗
濯
・
掃

除
な
ど
の
家
事
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
筋
ト

レ
な
ど
積
極
的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。

■
睡
眠
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

　
　
就
寝
１
～
２
時
間
前
に
ぬ
る
め
の
お
湯

に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
、
就
寝
前
は
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
使
用
を
控
え
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
寝
衣
、
寝
具
で
眠
り
ま
し
ょ
う
。

【
嗜
好
品
の
摂
り
方
に
も
注
意
】

■
カ
フ
ェ
イ
ン

　
　
覚
醒
効
果
が
あ
る
た
め
、
寝
つ
き
の
悪

化
や
中
途
覚
醒
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
眠

り
の
質
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

■
ア
ル
コ
ー
ル

　
　
一
時
的
に
寝
つ
き
を
促
進
す
る
が
、
睡

眠
後
半
の
眠
り
の
質
は
悪
化
し
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
が
無
い
と
眠
れ
な
い
、
飲
酒
量

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
時
～
11
時

　
　
　
　
　

２
月　

５
・
12
・
19
・
26
日

■
対
象
者　
町
民

■
内　
容　
健
康
に
関
す
る
こ
と
や
、
食
事

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
血
圧
測

定
、尿
検
査
、骨
密
度
測
定
、イ
ン
ボ
デ
ィ

（
体
成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
や
授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

噛
む
、
飲
み
込
む
、
話
を
す
る
と
い
っ
た

口
腔
機
能
が
衰
え
る
こ
と
を
「
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
」
と
言
い
ま
す
。
毎
日
の
食
事
を
お

い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、
口
腔
機
能
を
維

持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

噛
め
な
い
こ
と
で
や
わ
ら
か
い
食
べ
物
ば

か
り
選
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
さ
ら
に
噛
む
力

が
衰
え
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
食
べ
に
く
い
食
材
を
避
け
て
し
ま
う

と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
悪
く
な
っ
て
全
身
の

機
能
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
早
期
に
対
策
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
低
下
を
緩
や
か
に

し
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
口
腔
機
能
を
回
復
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

健
康
相
談
の
お
し
ら
せ

休
養
と
睡
眠

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
時
間
外
の
緊
急
時
（
役
場
代
表
）

　
℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

安
心
！　
み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

　

健
康
・
障
害
・
福
祉
・
介
護
な
ど
様
々

な
支
援
を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

健
康
長
寿
の
た
め
の
フ
レ
イ
ル
予
防

〜
百
歳
ま
で
い
き
い
き
生
活
〜
そ
の
⑥

が
増
え
る
な
ど
依
存
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。

■
た
ば
こ

　
　
ニ
コ
チ
ン
は
覚
醒
作
用
が
あ
り
、
血
中

で
ニ
コ
チ
ン
の
影
響
が
な
く
な
る
ま
で
２

時
間
か
か
る
た
め
、
夕
方
の
喫
煙
で
あ
っ

て
も
作
用
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
や
睡
眠
環
境
、
嗜
好
品
の
摂
り

方
を
改
善
し
て
も
眠
れ
な
い
な
ど
の
症
状
が

続
く
場
合
は
、
睡
眠
障
害
が
潜
ん
で
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
質
の
よ
い
睡
眠
は
健
康

で
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
ご
自
身
の
健
康

の
た
め
に
睡
眠
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

保
健
福
祉
だ
よ
り
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　生木のミモザを使って壁飾りをつくります。

■対　　象：大人
■定　　員：各日5人　※先着順。申し込みが１人の場合は開催しません。
■参 加 費：3,000円
＊キャンセルの場合でも参加費は返金せず、材料をお渡しします。
■服　　装：汚れても大丈夫な服、もしくはエプロン持参
■講　　師：南 美季　氏　フラワーデザイナー　panier de saison 
■応募期間：２月５日（水）～２月28日（金）
■応 募 先：小川地区公民館（℡ 489 ‐4511）
　　　　　　志賀野地区公民館（℡ 489 ‐5145）
　　　　　　火曜日・祝日・振替休日除く13時～ 17時

開催日 ３月12日（水） ３月15日（土）

時  間 13時30分～ 15時30分 19時～ 21時

場  所 小川地区公民館 志賀野地区公民館

■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489 - 5915　青少年センター：℡ 489 - 5909　　■文化センター：℡ 495 - 9055
■中央公民館：℡ 489 - 2877　　■小川地区公民館：℡ 489 - 4511　　■志賀野地区公民館：℡ 489 - 5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495 - 3127　　■みさと天文台：℡ 498 - 0305　　■スポーツ公園管理棟：℡ 489 - 5368

小川地区公民館・志賀野地区公民館企画 参加者募集！
ミモザのスワッグ作り

ふれあいネット生涯学習情報

文化センターホワイエにフリーピアノを設置しました
全世界で話題のフリーピアノ。誰もが自由に音楽を楽しむことのできる企画を創出するとともに、音楽を通

じて人と人との交流がうまれる場所になることを願い、文化センターにピアノを設置しました。
　明るい音楽が響き渡り、町民が暮らしを楽しむことのできる元気な場所を
めざします。
　このピアノはこれまで元長谷毛原中学校のコモンホールに置かれていました。
　1991年に当時の長谷小学校学校林を売却した記念に購入したピアノですが、
33年経過した今でも心に響く美しい音色を奏でてくれます。
　これから文化センターのホワイエが、さらに心地の良い空間となることで
しょう。
♪どなたでもご自由に演奏いただけます。（事前に事務所へお問合せください。）
♪このピアノは自動演奏機能付きです。豊富なレパートリーから聴きたい曲を
お選びいただけます。

■演奏可能時間：10時～ 16時（休館日：月・火）
　貸館の状況により演奏できない場合がございます。
■問合せ：文化センター (℡ 495 ‐9055)

※イメージ
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■
新
刊
情
報

【
中
央
公
民
館
】

「
責
任
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
皓
生　
著

「
藍
を
継
ぐ
海
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
与
原
新　
著

「
お
な
か
の
あ
か
ち
ゃ
ん
、
も
う
い
い
か
～
い
？
」　
児
童
書

「
ど
う
し
て
黒
く
な
い
の
に
黒
板
な
の
？
」　　
　
　
児
童
書

【
小
川
地
区
公
民
館
】

「
レ
ー
エ
ン
デ
の
歩
き
方
」　　
　
　
　
　
　
　
多
崎
礼　
著

「
ひ
み
つ
の
お
す
し
や
さ
ん
」　　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

【
志
賀
野
地
区
公
民
館
】

「
こ
ち
ら
横
浜
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
不
動
産
」　
右
手
盛
賢
富　
著

「
川
の
ほ
と
り
に
立
つ
者
は
」　　
　
　
　
寺
地
は
る
な　
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
わ
た
し
の
、
本
の
あ
る
日
々
」　　
　
　
　
小
林
聡
美　
著

「
小
鳥
と
リ
ム
ジ
ン
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
糸　
著

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ピ
ザ
を
や
く
」　　
　
　
　
　
児
童
書

断だ
ん

捨し
ゃ

離り

の
瀬
戸
際
に
ゐ
る
瀬せ

戸と

火ひ

鉢ば
ち　

　
　

上
中
史
子

大
奥
の
厠

か
わ
や

跡あ
と

な
り
花は

な

八や
つ
で手　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

落
葉
掃
き
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
り　
　
　

潰
崎
美
光

妙み
ょ
う
れ
い齢
と
足
で
結
ば
れ
運
動
会　
　
　
　
　
　
　
　

前
廣

自み

づ
か
ら
身
を
寄
せ
合
ひ
て
浮う

き

寝ね

鳥ど
り　

　
　

薮
田
洋
子

内
職
の
一い

っ
か家
に
電で

ん

気き

炬ご
た
つ燵
か
な　
　
　
　
　
　

片
山
学

冬ふ
ゆ

枯が

れ
の
淋
し
き
山
の
樹き

ぎ々

の
中

　
「
美び

男な
ん

か
ず
ら
」
の
紅
き
一
房　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

初は
つ
は
る春

は
日
の
丸
掲
げ
て
四し

方ほ
う

拝は
い

　

平
和
な
国
に
生
き
る
よ
ろ
こ
び　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

す
こ
や
か
に
笑
顔
で
迎む

か

え
し
こ
の
新し

ん
し
ゅ
ん春

　

感
謝
感
謝
の
九く

じ
ゅ
う十

と
二に

歳さ
い　
　
　

滝
垣
内　

嘉
代
子

豆
を
打
つ
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
は
じ
け
飛
ぶ

　

豆
が
ら
ち
り
ち
り
鈴
の
音
す
る　
　
　

中
浴　

昭
江

今
年
こ
そ
平
和
な
年
で
あ
ら
ん
こ
と

　

願
い
て
捧
げ
ん
神
仏
の
膳ぜ

ん　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

歌　

の　

小　

道

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　
図
書
室
だ
よ
り

い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

こ
う
み
ん
か
ん
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ　
「
製
糸
工
場
と
女
工
員
」

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

【
２
０
０
冊
】　

井
澤　
佳
奏
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
５
０
０
冊
】　

山
下　
稜
平
（
２
歳
）

【
１
２
０
０
冊
】
山
下　
暁
紀
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
１
２
０
０
冊
】
山
下　
純
平
（
野
上
小
１
年
生
）

製
糸
業
と
言
え
ば
、
富
岡
製
糸
場
の
あ
る
群
馬
県
な
ど
、

関
東
地
方
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
町
に
も

製
糸
業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
養よ

う
さ
ん
ぎ
ょ
う

蚕
業
の
最

盛
期
を
迎
え
た
大
正
３
年
、
東
野
上
村
動
木
に
資
本
金
30
万

円
で
「
紀き

し
ゅ
う
せ
い
し
が
い
し
ゃ

州
製
糸
会
社
」
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
製
糸
工

場
は
小
畑
に
あ
り
、
乾か

ん
け
ん
じ
ょ
う

繭
場
は
１
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
場
所

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
規
模
に
つ
い
て
は
、
釜
数
が

１
５
０
個
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
女
工
員
が
１
５
０
人
い
た
と

想
像
で
き
ま
す
。
会
社
は
大
正
12
年
ま
で
経
営
、
そ
の
後
、

新
し
い
製
糸
会
社
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人じ

ん
造ぞ

う

絹け
ん

糸し

や
ナ
イ
ロ
ン
の
出
現
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け
、
昭
和
初

期
に
工
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
製
糸
工
場
の
は

な
や
か
な
時
期
は
わ
ず
か
20
年
足
ら
ず
で
し
た
が
、
工
場
の

存
在
は
地
域
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
で
す
。

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、
蔵
書
点
検
を

実
施
す
る
た
め
、
２
月
26
日
（
水
）
～
３
月
２
日
（
日
）
の

期
間
休
室
し
ま
す
。
休
室
期
間
中
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
中
央
公
民
館　

２
月

　

５
日　
あ
み
も
の
体
験
教
室

　
12
日　
あ
み
も
の
体
験
教
室

　
19
日　
静
電
気
実
験

　
26
日　
な
わ
と
び
あ
そ
び

■
文
化
セ
ン
タ
ー　

２
月

　
５
日　
お
は
な
し
会

　
12
日　
モ
ル
ッ
ク
を
し
よ
う

　
19
日　
な
わ
と
び
大
会

　
26
日　
お
休
み

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　
14
時
30
分
～
16
時
30
分

年
末
や
年
度
末
に
な
る
と
不
要
な
物
を
整
理
し
よ

う
と
思
っ
て
は
み
る
も
の
の
な
か
な
か
実
行
で
き

な
い
。

作
者
は
長
年
使
っ
て
い
る
瀬
戸
焼
の
火
鉢
を
悩

ん
だ
末
捨
て
ず
に
再
利
用
し
た
と
の
こ
と
。「
せ

と
」
を
中
七
下
五
で
繰
り
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

面
白
い
。
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R6.12.20

R5.12.24

みんなの力走に拍手！～校内マラソン大会～　　　— 下神野小学校 —学　校
だより

12月10日に、マラソン大会を実施しました。
気温は低め、でも、日差しが暖かくてマラソン日和。そして、走り出したこどもたちは元気いっぱい！

自分のペースでしっかりと走りきることができました。
こうのこども園のみなさんも応援に来てくれ、その声援にこどもたちは元気をもらってラストスパート！
しっかりと練習の成果を発揮することができました。

全国大会出場！！

天文台周辺整備　　　— 研究員　硲間拓郎 —天文台
だより

最近の天文台周辺整備状況の紹介です。天
文台までの山道の見通しを良くしたり、駐車
場・遊歩道周辺の整備を行ったりしていま
す。写真は第三駐車場の令和５年12月24日と
令和６年12月20日に撮影したもので、来台者
にとってより快適にアクセス出来るようにな
りました。

野上中学校２年生でGRANZに所属する寺
てら

本
もと

曹
そう

乃
だい

さんが、
U15クラブバスケットゲームス和歌山予選で優勝され、全国
大会に出場されました。
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野上小４年
小柳　力久さん

野上小４年
彌六　祐歩さん

野上小５年
神谷　康心さん

野上小５年
西村　綾音さん

野上小６年
北　陸人さん

野上小６年
山本　芽生さん

下神野小４年
古阪　嘉那斗さん

下神野小６年
岩橋　昊生さん

下神野小６年
谷口　和優さん

野上中１年
河本　紗矢香さん

野上小６年
西　鈴香さん

野上小６年
前部屋　美咲さん

野上小６年
森　あおいさん

野上小６年
森木　香湖さん

野上小６年
山﨑　奏太さん

野上中１年
川本　陽南子さん

野上中１年
黒土　心寛さん

野上中１年
林田　結花さん

野上中２年
町田　光星さん

野上中３年
片畑　阿弥さん

野上中３年
納谷　蓮さん

美里中２年
中前　友里さん

桐蔭中２年
丸谷　康輔さん

コーチ
前久保　雄貴さん

コーチ
久保　拓巳さん

監督
樋瀬　大輝さん

　紀美野選手団は、昨年９月から練習に励んできました。大会まで残りわずかとなりましたが、最後まで精
一杯頑張りますので、皆様のあたたかいご声援をよろしくお願いします。

選　手　紹　介

第24回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
令和７年２月９日（日）紀三井寺陸上競技場～和歌山県庁（21.1㎞・10区間）
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
火
を
消
し
て　

不
安
を
消
し
て　

つ
な
ぐ
未
来
」

救
急
出
動
件
数
は
合
計
６
４
３
件
で
、
前

年
に
比
べ
32
件
減
少
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、

ま
ず
急
病
が
最
も
多
く
４
３
６
件
で
、
続
い

て
一
般
負
傷
の
１
１
０
件
、
次
に
交
通
事
故

の
30
件
、そ
の
他
は
99
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
救
急
出
動
に
伴
い
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

要
請
し
搬
送
し
た
人
数
は
30
人
で
、
前
年
に

比
べ
６
人
増
加
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し

て
の
「
病
院
紹
介
」
は
７
件
で
前
年
よ
り
１

件
減
少
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、
離
着
陸
場

に
お
い
て
医
師
に
よ
る
専
門
的
治
療
が
施
さ

れ
る
た
め
、
離
陸
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
砂
ぼ
こ
り
や
騒
音
な

ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
尊
い
命
を
救
う
た
め
、
皆
さ
ま
方
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 火

災
出
動
件
数
は
２
件
で
、
前
年
と
比
べ

３
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
建
物
火

災
１
件
、
そ
の
他
火
災
１
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件
数
は
10
件

で
、
前
年
よ
り
７
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
内

訳
は
、
交
通
事
故
３
件
、
建
物
１
件
、
ガ
ス

及
び
酸
欠
事
故
１
件
、
風
水
害
等
自
然
災
害

１
件
、
そ
の
他
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
件
数
は
４
件
で
、
前
年
と
同
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
火
災
警
戒
２

件
、
誤
報
１
件
、
ヘ
リ
支
援
１
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
に
つ
い
て

春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
を
実
施
し
ま
す
の
で
火
災
と
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
吹
鳴
時
間

　
令
和
７
年
３
月
１
日
（
土
）
午
前
７
時

②
吹
鳴
方
法

　
一
斉
（
１
分
間
）

（
３
月
１
日
～
３
月
７
日
）

消
防
庁
で
は
、
広
く
国
民
に
山
火
事
予
防

意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
予
防
対
策
を

強
化
し
、
森
林
の
保
全
と
地
域
の
安
全
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
林
野
庁
と
共
同

で
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
３
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
「
全
国
山
火
事
予
防

運
動
」
の
実
施
期
間
と
定
め
、
山
火
事
予
防

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

１
月
12
日
、
紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

が
、
紀
美
野
町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
行
わ
れ
、
16
台
の
消
防
車
両
と
共
に
消
防

職
団
員
総
勢
３
９
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
開
式
宣
言
、
小
川
町
長
の
式

辞
、家
本
消
防
長
の
訓
示
の
後
、団
員
表
彰
、

新
入
団
員
９
人
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、紀
美
野
町
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ
り
、

一
層
式
典
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
放
水
訓
練
で
は
厳
し
い
寒

さ
の
中
、
一
糸
乱
れ
ぬ
行
動
か
ら
、
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
士
気
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

12月の消防の動き
●火災発生件数…0件

【事故種別搬送人員】

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

３
月
2
日
（
日
）
で
す

町
民
の
安
心
と
安
全
な
暮
ら
し

を
願
っ
て

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

令
和
６
年
中
の
救
急
出
動
件
数
の
状
況

令
和
６
年
中
の
火
災
出
動
件
数
の
状
況

令
和
６
年
中
の
救
助
出
動
件
数
の
状
況

令
和
６
年
中
の
警
戒
出
動
件
数

春
の
火
災
予
防
運
動

全
国
山
火
事
予
防
運
動

定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
職
場
、
学
校
、
自
治
会

等
団
体
で
の
お
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
２
月
20
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込　
消
防
本
部　
警
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　内 管　外 合　計

急 病 50（1） 0（0） 50（1）

一 般 負 傷 12（0） 0（0） 12（0）

交 通 事 故 1（0） 0（0） 1（0）

そ の 他 2（0） 0（0） 2（0）

合 計 65（1） 0（0） 65（1）



2月

12月の人口の動き（令和６年12月１日～ 31日）　転入17人　転出21人　出生0人　死亡16人

総人口　7,711人（−20）［男 3,591人（−6）女 4,120人（−14）］
世帯数 3,962世帯（−3）　　紀美野町面積　128.34㎢

2025.215

行事名 日　時 開催場所 問合せ先（０７３）

移動町長室 ７日（金） 美里支所 住民室
総務課

495 - 3471
489 - 5912

行政相談 20日（木）
13時～ 15時

中央公民館
美里支所

総務課
住民室

489 - 5912
495 - 3471

障害者巡回相談 19日（水）
10時～ 11時30分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センターAOI
障害者相談支援事業所らん

489 - 2908
483 - 0454
488 - 6314

こども園開放

12日（水）・26日（水）
10時～ 11時 きみのこども園 きみのこども園 489 - 2144

５日（水）・12日（水）・19日（水）
26日（水）　10時～ 11時 こうのこども園 こうのこども園 495 - 2049

コアラ教室
（生後1年6か月～入園まで）

12日（水）
９時30分～ 11時30分 子育て支援センター 子育て支援センター

※育児相談は、希望さ
れる方法（来所・電
話・訪問）にてお受
けしています。

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。

489 - 6700

カンガルー教室
（生後3か月～ 1年6か月まで）

18日（火）
９時30分～ 11時 きみのこども園

「野いちごの会」による
絵本の読み聞かせ ７日（金）10時30分～ 子育て支援センター

クッキング教室 21日（金）10時～ 12時

子育て支援センター育児相談 随　時

一時預かり保育 毎週月曜日・木曜日
９時30分～ 15時30分

犬・猫の飼い方講習会 ３日（月）・９日（日）・23日（日）
11時～ 12時 動物愛護センター 動物愛護センター 489 - 6500

クリニック
（健康診断書発行） 10日（月）

９時30分～ 10時15分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 - 0600

性感染症検査・
肝炎ウイルス検査
検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 12日（水）13時30分～
17日（月）14時00分～

骨髄バンクドナー登録検査 10日（月）
10時30分～ 11時30分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

居場所　きみのスマイル ５日（水）・19日（水）
10時～ 15時

ゲストハウス
「のぞみ」

子育て推進課
（こども家庭支援センター）

080 - 8900 -
5910

紀美野町の人口
【令和6年12月末現在】

（　）内は前月比

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制 ：問い合わせ先までご予約ください。行事・相談のおしらせ

歳入・歳出差引額
16,673千円は構成市
町に清算金として返
戻します。

令和５年度紀の海広域施設組合決算 問　紀の海広域施設組合
　　℡ ０７３６‐６６‐１８１３
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広 告

広報誌の発行月に誕生日を迎える町内の満１歳～３歳のお
子さんの写真を募集しています。詳しくは町ホームページを
ご覧ください。

■掲載する情報

・写真　・名前　　年齢
・誕生年月　・メッセージ

お子さんの成長を掲載しませんか？
問　総務課　℡ ４８９‐５９１２

12月21日に、紀美野町食生活改善推進協議会（以下、食推）の皆さん
を講師に迎え、児童館料理教室「ロールケーキをつくろう！」を開催し、
町内こども園児及び小学生29人と保護者の方10人が参加しま
した。

まず生地作りから始め、生クリームを泡立てていきました。
最後にフルーツをのせ、食推の皆さんに手をそえてもらいなが
ら生地をくるくるっと巻いて、ロールケーキが完成しました。

こども達は、「たまごを黄身と白身に分けるのが難しかった
けれど、楽しかった。」と、甘い香りに包まれながら笑顔で溢
れていました。

児童館料理教室
「ロールケーキ」をつくったよ！

紀美野町HP 申込フォーム

掲載イメージ：


